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要 旨 

本研究の目的は、A 市における特定妊婦の特徴を一般妊婦との比較により明らかにすることである。
分析対象は、A市保健師が、妊娠届出時にアセスメントシートを用いて収集した 5,383人の母子保健情
報である。46個のリスク項目該当数の平均は特定妊婦が 4.9項目（範囲 1-19）で、一般妊婦の 0.7項目
（範囲 0-8）を上回っており、39項目（84.8％）で有意な差がみられた。特定妊婦の該当が多いリスク
項目は、ひとり親・未婚・ステップファミリー、胎児のきょうだいへの虐待歴、保護者自身の被虐待歴、

望まない妊娠、経済的困窮、若年（20歳未満）初産妊娠、支援者なし、精神疾患等であった。今後は、
これらの要因を基軸とする特定妊婦に多く見られるタイプを明確にして、保健師全員が一定水準以上の

支援ができるタイプごとの基本的な指導箋を開発することによって、その基本の範囲を超える個別的な

状況・ニーズに、より時間と労力を割いた支援の展開が可能になると考える。 
 

キーワード：保健師、特定妊婦、効果的な支援 

Keywords：public health nurse, specific pregnant women，effective support  

 
 
ⅠⅠ．．緒緒言言  
わが国では、児童相談所における児童虐待対応

件数が、統計のある 1990年度以降、32年連続で
増加しており１）、虐待による児の死亡年齢では 0
歳が最も多い２）という現状がある。これを受け、

妊娠期から子育て期にわたる切れ目のない支援

の法整備が進められており、2008 年の児童福祉
法３）改正時に、特定妊婦（出産後の養育について、

出産前において支援を行うことが特に必要と認

められる妊婦）が明記され、要保護児童対策地域

協議会など地域で連携して支援することが制度

化された。 
この制度の中核を担うのが保健師である。保健

師は妊娠届出時の面接からアセスメントを行い、

支援プランの立案や関係機関との調整を担うな

どの役割を持つことが制度上位置づけられてい

る４）。しかし、リスクの程度を早期に把握し、適

切な支援につなぐアセスメントには課題が残る。

先行研究では、自治体ごとにアセスメントシート

の内容が異なること、シートのみでは特定が難し

く、保健師の経験や観察力がリスク判断に影響す

るという課題が示されている５）。加えて、妊娠時

の婚姻状況やパートナー間の関係は個別性が高

く、国内外のガイドライン６，７）追加においても、

個別支援計画の必要性や個別に配慮した支援が

推奨されている。特定妊婦に対して、経験知の乏
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しい新任期であっても一定水準以上の支援を提

供できるようにするには、アセスメントとアセス

メントに基づく支援の質をいかに高めるかが非

常に重要である。 
 筆者らは、単にアセスメントシートにチェック

するだけでなく、その組み合わせに着目し、特定

妊婦に多く見られるタイプを明確にして、主要な

タイプごとに支援方法や選択肢をパッケージ化

しておく（タイプ別基本指導箋の開発）ことが有

用と考えた。基本指導箋を作成し、新任期でも一

定水準以上の支援ができる基盤を構築すること

によって、その基本の範囲を超える個別的な状

況・ニーズに、より時間と労力を割いた支援の展

開が可能になると考えている。本研究では、その

タイプを検討する前段階として、一般妊婦との比

較により、特定妊婦の特徴を定量的に明らかにす

ることとした。よって、本研究の目的は、A市に
おける特定妊婦の特徴を一般妊婦との比較によ

り明らかにすることであり、その意義は、結果が、

特定妊婦に特徴的なタイプの基軸となる要因を

検討する材料となることである。 
 
ⅡⅡ．．研研究究方方法法  
11．．研研究究デデザザイインン  
本研究のデザインは横断的観察研究である。 

22．．分分析析対対象象  
分析対象は、2017 年 10 月から 2023 年 7 月

に、A市の保健師が、妊娠届出時の個別面談にお
いて情報収集するアセスメントシートを用いて

収集した 5,383人の母子保健情報である。データ
は、A市と大学間の契約により、匿名化の後、A
市より提供されたものである。A 市は人口約 18
万人で、大阪府内に位置する中規模の自治体であ

る。年少人口は緩やかに減少しており、高齢者は

4人に 1人と、全国と同様に少子高齢化が進んで
いる。 
33．．分分析析項項目目  
分析に用いた項目は、基本属性 4項目（妊娠届

出時妊婦年齢、妊娠届出時妊娠週数、出産経験の

有無、転入の有無）、妊娠届出時リスクアセスメ

ント 6領域 46項目（生活歴 5項目、妊娠に関す
る要因 16項目、心身の健康等要因 7項目、社会
的・経済的要因 6項目、家庭的・環境的要因 7項
目、その他 5項目）、および特定妊婦か否かの計
51項目である。 

特定妊婦か否かの判断は、2領域以上にまた
がる項目に該当する方を高リスク、ひとつでも

該当する方をリスクありとして、スタッフ間で

協議して判定されている。アセスメントシート

は大阪府共通の 31項目を用い、一部を細分化し
て項目立てたものである（例えば、不規則な生

活・不摂生等を、アルコール、喫煙、その他の

3項目にするなど）。 
44．．分分析析方方法法  
分析は、まず記述統計を行った後、クロス集計

とカイ二乗検定を行い、一般妊婦と特定妊婦の比

較を行った。解析には SPSS Ver.30 を用い有意
水準は 5％とした。 
55．．倫倫理理的的配配慮慮  
本研究は、大阪大学医学部附属病院観察研究倫

理審査委員会の承認を得て行った（承認 番号
18420；2019 年、変更承認 18420-4；2025 年 4
月 24日）。A市と研究者の所属大学間の共同研
究契約（2018年 11月 30日締結、共同 0-30-5[変
更 2]）にて定められた項目を遵守した。  
  
ⅢⅢ．．結結果果   
妊婦の基本属性（表 1）について、対象者 5,383

人のうち、一般妊婦は 5,188人、特定妊婦は 195
人（3.6％）であった。一般妊婦・特定妊婦の順に、
妊娠届出時の平均年齢は、30.4 歳、26.4 歳と、
特定妊婦が 4歳若く、ヒストグラムでは（図 1）、
正規分布の一般妊婦に比べ、特定妊婦は 20歳前
後と 30歳以降の 2峰性を示した。妊娠届出時の
妊娠週数の平均は、一般妊婦が 10.2 週、特定妊
婦が 13.7 週で、特定妊婦は一般妊婦より約 3.5
週遅く、ヒストグラムでは（図 2）、特定妊婦にお
いて、20 週以降に小さな山が確認された。出産
経験は特定妊婦の方が約 15％多く、転入は約 1％
多かった。 
次に、リスクアセスメント項目（以下リスク項

目）について、一般妊婦と特定妊婦のリスク項目

該当者数を比較し、特定妊婦の方が有意に割合が

高かった項目を述べる。 
生活歴（表 2-1）では、保護者自身の被虐待歴、

保護者自身の DV歴、胎児のきょうだいへの虐待
歴、過去の心中未遂、妊娠に関する要因（表 2-2）
では、16歳未満の妊娠、若年妊娠、20週以降の
届出、妊婦健診未受診・中断あり、望まない妊娠、

胎児に関して無関心・拒否的な言動、今までに妊

娠・中絶を繰り返す、妊娠中の喫煙、アルコール、
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喫煙以外の妊娠中の不規則な生活・不摂生等、心

身の健康等要因（表 2-3）では、精神疾患、パー
ソナリティ障害、知的障害、訴えが多く、不安が 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

高い、コミュニケーション・応答性が低い、であ

った。 

表 1．一般妊婦と特定妊婦の属性 

 
 

図 1. 妊娠届出時の妊婦年齢の比較 
【一般妊婦】 n=5,188 平均年齢：30.4歳  【特定妊婦】 n=195 平均年齢：26.4歳 

  

※横軸の[ ]内の数値は年齢の範囲を示す。例：[17,18]は 17歳以上 18歳未満 
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図 2. 妊娠届出時の妊娠週数の比較 
【一般妊婦】 n=5,188 平均週数：10.2週  【特定妊婦】 n=195 平均週数：13.7週 
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社会的・経済的要因（表 2-4）では、経済的困
窮がある、学生、犯罪歴、300日問題、生活保護
受給、不安定就労・失業中・無保険、家庭的・環

境的要因（表 2-5）では、住所不定・居住地がな
い、ひとり親・未婚・ステップファミリー、入籍

予定、家の中が不衛生、きょうだいがフォロー中、

家族に病人・要介護がおり妊婦が世話している、

そして、これら 2つの要因以外の出産・育児に集
中できない家庭環境、最後に、その他（表 2-6）
については、気がかり事項、体調不良、支援者が

いない、関係機関等拒否・情報提供同意拒否、で

あった。 
リスク項目該当数の平均は、特定妊婦が 4.9項

目（範囲 1-19）で、一般妊婦の 0.7項目（範囲 0-
8）を上回っており、39項目（84.8％）で有意な
差がみられた。特定妊婦の 2割近くが該当してい
たリスク項目は、多い順に、ひとり親・未婚・ス

テップファミリー（48.7％、別途：入籍予定
19.5％）、胎児のきょうだいへの虐待歴（47.7％）、
保護者自身の被虐待歴（31.1％）、望まない妊娠
（受入れ良26.7％、受け入れ不良・不明22.6％）、
経済的困窮（21.5％）、若年（20歳未満）初産妊
娠（20.0％）、支援者なし（19.5％）、精神疾患等
（既往：うつ、パニック障害 17.9％、過去出産時
11.8％）であった。 

 
ⅣⅣ．．考考察察  
リスクアセスメントでは、該当する項目の内容

や組み合わせの状況に加え、面接時の妊婦の様子

から保健師が総合的にアセスメントし、その対象

を特定妊婦として支援するかどうかを判断する。

今回の分析では、一市のデータからではあるもの

の、一般妊婦よりも特定妊婦の該当リスク項目が

多いこと、とはいえ、特定妊婦の該当割合も項目

によって 0 から 48.7％の幅があることが明らか
になった。 
特定妊婦の該当割合が高かった項目は、厚生労

働省の子ども虐待対応の手引き８）における虐待

に至るおそれのある子ども以外の要因、即ち、保

護者側のリスク要因（妊娠そのものを受容するこ

とが困難；望まない妊娠、若年の妊娠、子どもへ

の愛着形成が十分に行われていない、マタニティ

ーブルーズや産後うつ病等精神的に不安定な状

況）、養育環境のリスク要因（経済的に不安定な

家庭、親族や地域社会から孤立した家庭、未婚を

含むひとり親家庭、内縁者や同居人がいる家庭、

子連れの再婚家庭）として記載されている（ ）
内に示した項目と一致していた。特定妊婦の該当

平均個数が約 5個ということから考えると、これ
らの要因が複数組み合わさった特徴を持つ、虐待

予防を要するいくつかのタイプがあるのではな

いかと予測する。 
被虐歴に着目すると、先行研究９）では、未成年

期に親から身体的虐待を受けたことのある母親

において児童虐待の発生率が高いこと、貧困・経

済状況の厳しい家庭の母親は児童虐待を行いや

すい、ひとり親・周囲からの育児支援を十分に得

られない社会（家庭）環境にいる母親ほど児童虐

待の発生率が高いことが述べられている。これよ

り、被虐歴そのものも高いリスク要因であるが、

被虐歴のある妊婦には、経済不安や支援者不在と

いった要因が重なっている可能性を示唆してい

る。今後、被虐歴と高い割合で併存する複数の要

因が組み合わさった特徴を持つタイプが特定で

きれば、そのタイプの妊婦への基本的な指導箋を

整えられる可能性がある。 
精神疾患に着目すると、先行研究 10）では、精

神疾患あり群の方が精神疾患なし群に比して母

子世帯の割合が有意に高いという結果がある。精

神疾患を持ちながら、ひとり親である場合、身体

的・精神的・社会的負担や孤立、経済的資源と時

間的資源の乏しさや、ひとりで仕事や育児を両立

させていかなければいけないことを起因とする

育児不安や育児困難が生じやすいと考えられる。

そのような複合した要因を持つタイプが特定で

きれば、そのタイプの妊婦への基本的な指導箋を

整えられる可能性がある。 
婚姻事情に着目すると、先行研究 11） では、精

神保健福祉士が特定妊婦に関わった際、精神疾患

以外では、社会的ハイリスク要因 13項目のうち、
ひとり親・未婚、経済的困窮の延べ人数が多かっ

たことが示されている。妊娠したものの結婚でき

ないという婚姻の課題を持ち、経済的にも苦しい、

あるいは初産で経験値がないといった複合した

状況がある場合は、虐待リスクが高まることが推

察される。このような婚姻事情にまつわる複合要

因を持つタイプが特定できれば、そのタイプの妊

婦への基本的な指導箋を整え、産後の適切な子育

てにつなげられる可能性がある。 
特定妊婦は複数のリスク要因を抱えており、今

後、さらに特徴的なリスク項目の組み合わせに着

目し、特定妊婦のタイプごとの支援の在り方につ
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いてさらなる分析を行う必要があると考える。妊

娠期からアセスメントの精度を挙げることで、そ

の後の虐待や育児不安の予防につながることが

期待できる。 
本研究の限界は、A市から提供された約 6年間

の匿名化データの中には、初産時と経産時に同じ

妊婦から聴取したデータが含まれている可能性

があるものの、妊婦の重複を特定した分析ができ

ないことである。また、データ数は多いものの、

ひとつの自治体のデータである点で、他の自治体

において同様の結果を得られるとは限らない点

が、本研究の限界である。 
 
ⅤⅤ．．結結論論  
A市の 5,383人の母子保健情報より特定妊婦

の特徴を一般妊婦と比較した結果、リスク項目

46項目における該当数の平均は、特定妊婦が
4.9項目と一般妊婦の 7倍であり、39項目
（84.8％）で有意な差がみられた。特定妊婦の
該当が多いリスク項目は、ひとり親・未婚・ス

テップファミリー、胎児のきょうだいへの虐待

歴、保護者自身の被虐待歴、望まない妊娠、経

済的困窮、若年（20歳未満）初産妊娠、支援者
なし、精神疾患等であった。今後はこれらの要

因を基軸とする特定妊婦に多く見られるタイプ

を明確にして、保健師全員が一定水準以上の支

援を提供できるように、タイプごとの基本的な

指導箋を開発することによって、その基本の範

囲を超える個別的な状況・ニーズに、より時間

と労力を割いた支援の展開が可能になることが

示唆された。 
 
利益相反：本研究において開示すべき COI関

係にある企業や組織、団体はない。 
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